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ＰＭＲ資格試験への挑戦 3 
マネジメントにおける実践力の確認 

小谷野 真広 
■  受験動機  

会社で実施している個人育成計画にて、学習目標として、PM における学習、及び資格の取得を

掲げており、何かいい資格ないかなと Web サイトにて検索している際に、P2M 資格に出会いま

した。 

今まで本格的に PM に関わる学習は実施してこなかったので、基礎から勉強し、PMR 資格取得ま

でやり切ろうという目標を掲げ、本試験を受験しました。 

■  受験の感想  

PMR 試験は、1 次試験（論述試験+面接）、2 次試験（グループワーク+論述試験+面接）とあ

り、丸暗記では対応できない資格形式であり、また対人とのコミュニケーションを求められ、論

理的に回答を導き出す力、即座に説明する対応力・判断力・説明力を強く試験では求められた印

象です。 

また管理層、経営層の立場から回答をする問題もあり、今自分の立ち位置より 1、2 つ上である

立場の視点から考える問題もあり、難解であったものの今の自分に足りていない考え方を本資格

試験の中で多く学ばせていただきました。 

2 次試験からはどちらかというと研修色が強いので、資格試験を通じて、実践力の学習を行えた

かと思います。 

■  PMR としての展望  

PMR は PMS を実践で体現できるかで初めて評価されるものであると考えています。P2M に出会

わなければ、プロジェクトをプログラムと区別できず実践してしまっていたと思います。今後は

数多くの案件、及び社内におけるミッションが多く経験すると思いますが、P2Mで学習したこと

を実践にて実施し、より多くの PJを成功に導けるように常に精進していきたいと考えてます。 
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